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研究成果の概要（和文）：論理哲学の学際研究を行い成果をあげた。直観主義論理に関す２０世紀初頭以来のこの分野
の主要問題の一つと考えられてきたが、これまでの先行研究では論理的手法や数学基礎論手法などの伝統的なものに限
られていた。本研究では、認知科学推論研究手法やフッサール現象学論理手法なども取り入れた新しい学際研究手法を
構築して、本研究に取り組み、新しい成果をあげた。

研究成果の概要（英文）：We produced fruitaful results on our interdisciplinary research on philosophy of 
logic. The issue on intuitionistic logic has been considered one of the important issues in philosophy of 
logic and philosophy of mathematics. Although the former work had used the traditional logical and 
mathematical methodologies only, with this research project we introduced new methodologies such as 
cognitive schientific inference study and Husserlian phenomenological logic, and we gave a new vew on 
this issue.
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１．研究開始当初の背景 
 
直観主義論理及び構成的論理の展開は 20 世
紀論理学・論理哲学を語るうえで欠かせないも
のである。これを単に 20 世紀の論理学・論理哲
学の文脈の中で考察するのではなく、21 世紀の
現代的観点から見直すことが重要である。特に、
算術体系の構成的証明概念に関する先駆的論
理哲学研究を構成数学、形式主義・有限主義
学派などとの関係のもとに捉え、それらの論理
学・論理哲学上の現代的意義を考察することが
望まれる。一方、1970 年代後半以降の認知推
論研究には 20 世紀前半の論理哲学論争に並
行した論争がみられる。（例えば、言語的構文論
をもとにした Mental Logic の立場と空間表象的
モデル論をもとにした Mental Model の立場の
論争などがそれにあたる。しかし、認知心理学な
どで行われていた認知推論研究は現代論理学
的にみると必ずしも論理学の成果を反映してい
るとは言えないものが多かった。特に証明論的
観点が充分ではなかったように見える。理論的
手法と被験者実験手法とを組み合わせた論理
推論の研究手法を構築し、言語的論理推論と図
的論理推論の関係や、論理的合理性と意思決
定課題における合理性との関係などに向けた研
究が期待される。 
 
２．研究の目的 
 
（1）直観主義論理などの構成的証明概念を現
代的視点で捉える目的で、20 世紀初めの論理
哲学における構成的証明概念を見直す。  
 
（2）論理構造の構成的基礎として直観主義論理
および（線形論理を中心とする）部分構造論理
が提案されてきた。これらの共通の基盤となる論
理構造を取り出し、その意味論的特性を明らか
にするとともに、伝統的論理がこの基盤的論理
からどのように構文論的に生成されるかを（構文
論的解釈を通じて）明確化することを目指す。 
 
（3）言語的論理推論と空間表象的・図的論理推
論の比較、論理推論と合理的意思決定の関係、
図的提示法の判断への影響などの理論の検討
と、被験者実験とを行い、これまでの論理学研
究に新しい視点を与える。 
 
３．研究の方法 
 
（1）論理哲学史的方法。Hilbert や Hankel の立
場とゲッチンゲン時代の Husserl の立場の比較
を通じて、形式算術概念および構成的算術概
念の新しい側面を捉えることを目指す。特にこの
ことにより、直観主義論理およびこれと深いかか
わりをもつ現象学的論理学における構成的証明
概念を検討する。また、中期ウィトゲンシュタイン
の算術証明論を中心として、ヒルベルト、スコー
レムらの算術証明概念、グッドシュタインらの構
成数学派の証明概念などを比較検討する。これ
らにより、構成的証明概念の現代的見直しを行

う。 
 
（2）理論的方法。直観主義論理および（線形論
理を中心とする）部分構造論理 の共通の基盤と
なる論理構造としての単純論理（Simple Logic）
の構造を取り出る。その論理的意味論の単純さ
を明らかにする。伝統的論理とこの単純論理論
理の関係を２つのゲーデル解釈などで定式化
する。 
 
（3）学際的-実証的方法。言語的論理推論とオ
イラー図的論理推論の比較についての理論と被
験者実験を行う。論理推論と合理的意思決定の
関係の理論研究と被験者事件での検証を行う。
（特に、双生児被験者も含め、この関係につい
ての遺伝要因と環境要因の相関についても調
査する）図的提示法の判断への影響について
理論研究と被験者実験（特にアイトラッカーを用
いた実験）を行う。 
 
４．研究成果 
 
（1）ゲッチンゲン草稿を中心としたフッサールの
算術体系に関する研究が、現代の等号論理の 
計算論とどのように関係しているかを指摘した。
構成的多様体論の役割を明らかにするとともに、
完全性概念に対するフッサールとヒルベルトの
捉え方の相違点を論理哲学的観点から明らか
にした。フッサールの構成的多様体 概念の哲
学全体の現代的意義を検討した。成果の一部
は第 24 回 RTA 国際会議招待講演などで公開し
た。 
また、ウィトゲンシュタインの数学の哲学の構成
的証明概念を彼の中期著作を基に明らかにした。
特に、ウィトゲンシュタインによるヒルベルト、ス 
コーレム、チューリングなどの証明構成概念との
比較を考察した。グッドスタインの構成数学との
関係についても考察した。また、成果の一部は 2
つの学術誌で発表するとともに、いくつかの国際
会議の招待講演の形で発表した。 
 
（2）直観主義論理・構成的論理に関わる論理学
論争を新しい観点から検討した。特に、直観主 
義論理や古典論理や線形論理を統一的に構成
する基礎的論理の研究を行った。先行研究では、
線形論理の直観主義バージョンが古典線形論
理と本質 的に同等であることが指摘されてきた。
古典線形論理は、この意味ですでにそれ自体
構成的な論理であるといえる。線形論理に対す
る真の直観主義 的論理を構成し、ゲーデル・コ
ルモゴロフ解釈でそこから古典線形論理や直観
主義線形論理が自然に導出されるような証明論
的・意味論的構造を検討した。そしてその解決
の基礎を明らかにした。成果の一部をローマ大
学哲学科・数学科集中講義などで公開した。ま
た、直観主義論理の可能世界 意味論の変形を
通じて得られる強制法的意味論解釈の応用とし
て、communication protocol security の計算論
的モデル論を与え、成果を公開した。 
 



（3）認知科学手法、論理手法および心理学手法
を融合し、オイラー図推論についての証明論を
与えた。被験者調査を含めて図的論理の研究
を進めた。図や表による外的視覚表現の提示の
仕方が推論や判断にどのような影響を与えるか
についてアイトラッカーを用いて調査した。成果
は国際誌や国際ワークショップで公開された。
（後者は Best Paper Award を受賞した。） また、
論理推論能力と合理的判断能力との関係につ
いて調査した。我々の作成した論理推論課題を
もとに、これと認知課題、意思決定課題、パーソ
ナリティ調査を組み合わせて被験者実験を行っ
た。非合理的意思決定が報告されている標準的
課題について、非合理性と論理的推論能力との
関係について成果が得られた。特に、プロスペ
クト理論などにより非合理的意思決定が強調さ
れてきた Allais 課題に対して、我々の成果は合
理性の側面の重要性を示唆するものであった。 
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